コロナ禍での保育実習（学内実習）の実践報告 ―障害者の生活支援を取り入れた取り組み― by 松居 紀久子
富山短期大学紀要第 57 巻(2021.3) 









A Report on Ln-School Childcare Internship under Coronavirus 
Pandemic Situation 
―Focusing on Life Support for Physically Challenged People― 
 















キーワード  保育実習 施設実習 学内実習 生活支援技術  
 
Ⅰ 目的  
 保育士養成課程の保育実習実施基準に基づいて、本学幼児教育学科では「保育実習Ⅲ」（施
設実習）は従来 2 年前期の 6 月に学外実習として 10 日間実施してきた。しかし、新型コロ
ナウイルスの流行拡大防止のため、時期を変更して学内実習 5 日間（6 月授業期間）と学外
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Ⅱ 方法  
1．  実習レポートの分析・考察 
（1）対象学生 
保育実習Ⅲを選択  2 年生 11 名（12.４％） ※在籍学生 89 名 
（2）実習の事後レポート 
①学内実習 5 日間の終了後に提出 
（A4 1 枚、 20 行 手書き 約 800 字） 
②学外実習の事後レポート 
学内実習 5 日間の終了後に提出 
（A4 1 枚、 20 行 手書き 約 800 字） 
 
Ⅲ 保育実習Ⅲの構成  
（1）保育実習Ⅲの概要 
・実施期間：①学内実習 6 月 22 日（月）～ 6 月 26 日（金）5 日間 
       ②学外実習 8 月 17 日（月）～ 8 月 21 日（金）5 日間 




（2）「保育実習Ⅲ」について   
学生配布資料を以下のように作成した。 
保育実習実施基準より    保育実習Ⅲの目標及び内容 
【保育実習】 ＜科目名＞「 保育実習Ⅲ」（実習・2 単位：施設実習） 
＜目標＞ 







2．施設における支援の実際   
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 （1）T 県社会福祉協議会 福祉カレッジによる福祉体験講座の受講 
 （2）施設の生活支援のライブ配信、オンデマンドによる視聴と解説  
 （3）実習施設の動画視聴と解説 
















令和 2 年 5 月 11 日～5 月末まで （実習依頼承諾書と同封で回答を返信） 
（2）対象施設   
本学の依頼する保育実習Ⅰ-2（施設） 32 施設 
回答率 32 施設中 30 施設（93.8％） 
（3）質問内容 
①  本学科の保育実習指導に関して、特に指導上留意したことについて 
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②  保育実習に関する事前指導で、特に必要と考えられる内容について  
③  その他、質問や意見 
なお、上記①～③は、いずれも自由記述での回答である。  
















表１ 保育実習に関する事前指導で、特に必要と考えられる内容について  
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・排泄 （排泄介助の DVD 学習、いたわりトイレ体験を行う） 
・移動/移乗（a.車いすの介助（屋外コース）スライディングボード等をペアで交互に
行う） 
      （b.視覚障害者のガイドヘルプをペアで交互に行う）  
（c.下肢装具、杖の歩行介助ペアで交互に行う）  
④環境因子（利用者を取り巻く環境、福祉用具について体験して理解できる） 
  ・T 県社会福祉協議会 介護実習・普及センターの福祉用具体験講座Ⅰの受講  






    ・福祉用具の選び方・扱い方及び体験 
ベッド、杖、入浴用品、食事用品、排泄用品  
    ・モデルルーム 
     段差解消機、スロープ、リフト 
    ・多様な車いす、操作方法と介助方法（交互に体験）  
    ・福祉車両の介助方法（送迎車の体験）  




⑥参加   介助の際には自立支援を意識し、個人の意思を尊重した共感的態度をとる。 
      個別支援計画を理解した関わりを行う。  
  
(2)学内実習の 5 日間スケジュール 
「保育実習Ⅲ」担当教員を中心に学科で検討し、以下（表 2）のとおり 5 日間で実施。 
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表 2 学内実習 5 日間のスケジュール   
日 1 限 2 限 休憩 3 限 4 限 
基本 
日程 
9：00～9：20    
①体調報告 
②出席印     
③日誌提出     
④日程確認 
  12：









②施設の 1 日 
概要 
③11：45～昼食                 
12：30～移動   
12：45～○○苑
へ移動 見学 





      





育士の事前指導    
  ICF の概要     
麻痺       




ガ イ ド ヘ ル プ     
③模擬保育準備 
③ 6/24      
（水） 
③生活支援方法
の学習   電動
ベッド、車いす
移乗、リフト      
④ 座 位 の 着 脱   
⑤ お む つ 交 換      
⑥トロミ作成  
医 療 的 ケ ア    
し く み の 理 解      
① 喀 痰 吸 引    
②経管栄養 
福祉車両の介助
支援    
16：30～ 
福祉実習室  
清掃・消毒             
④ 6/25      
（木） 
模擬保育 準備       
役割①保育士②
職 員 ③ 利 用 者
（児）   
模擬保育①②③   模擬保育④⑤ 模擬保育⑥ 
⑤ 6/26      
（金） 
模擬保育⑦⑧ 模擬保育⑨   模擬保育⑩⑪   学内実習を終え
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学びについて記述し、1 名は具体的な記述は無かった。（表 3） 
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表 4  学生の学外実習事後レポートから生活支援に関する記述の要約  





切である。【障害者支援施設：特に 5 日間、同一者の食事介助実施】 
N 朝の体温測定やマスク着用など現在の環境の変化に戸惑う利用者が多いことが分かった。具体的な
介助を学び、知識として取り入れたい。【障害者支援施設：特に 5 日間、体温測定マスク着用実施】 
O 着替えや食事介助では、自立に繋がる関わりができた。初めて親密に関わることができ、個々の良
さがあることに気がついた。【児童発達支援センター：生活支援の介助実施】 
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 学外実習の事後レポートからは、児童発達支援センターに配属され、生活支援介助がなか













 また、キーワードとして「コミュニケーション」が 3 名にみられ、障害特性はもちろんで
はあるが、成人とのコミュニケーション技術の未熟さを感じている。今後の事前指導におけ
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